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               会長挨拶                 山本康夫 

4月 18日（土曜日）はまゆう RC と友好クラブである高松南 RC の方々9名がメイクアップに来て頂きました。 

例会終了後には「猪鍋」で懇親会を行い親交を深めました。 

高松南 RC の方々は翌日の日曜日はゴルフ組と観光組に分かれ和歌山を楽しんで頂き、今後の両クラブの益々の親交の

お約束をし、楽しい 2日間を終えました。 

友好クラブを結ぶにあたって尽力して頂いた当時の会長「ソバハニ様」そして「菊池さん」ありがとうございました。 

今後もこの友好関係が長く続くことを願っております。 

   

本日のロータリーソング 

手に手つないで 

Today’ｓMeeting 

2026 年 4 月 21 日（火） 

4月 12日開催 

「クラブリーダーシップラーニングセミナー

(CLLS)」の報告 

 

Next Week’ｓMeeting 

2026 年 5 月 12 日（火） 

 クラブフォーラム 

 田辺はまゆう RC会員 

職業紹介② 

 

 

クラブテーマ 

人は人のために 

生きてこそ人 

2025-26年度 RI会長 

フランチェスコ・アレッツオ 

 

第 2640地区ガバナー 

北野治義 

2025-26Weekly Bulletin Tanabe Hamayu Rotary Club 

出席報告   (第 1541回)          

会員数 出席免除 欠席者 出席率 

27名 2名 7名 72％ 

ゲスト

闘鶏神社宮司 長澤好晃様 

ビジター

高松南 RC 

藤田 徳子様     森 敬介様    吉田 茂様   

篠田 日出海様  宮本 直樹様   岡 隆夫様  

中村 耕太郎様  村上 達郎様   太田 瑠美様 

幹事報告

メークアップ 

○杉山竜二、坂本耕作、菅根 清、加藤喜則 

4/12 クラブリーダーシップラーニングセミナー 和歌山大学 

例会変更 

○和歌山東 RC 4/30・5/7（木）→休会 

      5/21（木）→5/22（金）18：30～ 

ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 

≪松本空港ロータリークラブとの合同例会≫ 

○田辺 RC 4/30・5/7（木）→休会 

○田辺東 RC 5/6・20（水）→休会 

           6/10・24（水）→休会 

配布 

○週報 1541 

 

http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/
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回覧 

○高松南 RC 第 5回一日会親睦ゴルフコンペのご案内 

○ハイライトよねやま 313 

○ロータリー長期青少年交換の募集案内（2026-2027年度青

少年交換委員会） 

○「意義ある奉仕賞」推薦のお願い 

お知らせ 

○4月 19日（日）13：30～16：30「新旧合同クラブ社会奉

仕委員長会議」 和歌山県 JA ビル 2階 和ホール 

※加藤喜則君 出席よろしくお願いします。 

 

委員長報告

◎会長エレクト 杉山竜二 

4月 12日クラブリーダーシップラーニングセミナー（CLLS）に

参加してきました。次年度のガバナーは岡本さんで 46才とい

う若さです。これからの良い変化が期待されます。詳しくは、4

月 21日（火）の例会でお話させて頂きます。 

 

高松南ロータリークラブ会長 

藤田徳子様 ご挨拶 
 

田辺はまゆうロータリ

ークラブの皆様、本

日は温かくお迎えい

ただき、誠にありがと

うございます。 

 高松南ロータリーク

ラブ、第 69代会長

の藤田徳子でござい

ます。本日は、友好

クラブの皆様の例会に、メンバー9名でお邪魔できますこ

と、こんなに嬉しいことはございません。ありがとうございます。 

田辺はまゆうロータリークラブと高松南ロータリークラブ——

四国と近畿、海を越えた友好クラブとして、長年にわたり絆

を育ててきました。 

 「はまゆう」とは、白く清らかな花。その花言葉は「あなたを

信じる」だそうですが、本日この地に立ちながら、その言葉が

そのまま私たちの友好関係を言い表しているようで、胸が温

かくなりました。 

これからも互いのクラブの個性を尊重しながら、さらに深いご

縁を育てていけますよう、どうかよろしくお願い申し上げます。 

少し、私自身のことをお話しさせてください。 

私は 2004年、長女を出産して半年後に、高松南ロータ

リークラブに入会しました。 

当時、香川県内にはほぼ女性ロータリアンがおらず、クラブ

の先輩方が「初の女性会員」として私を迎えるために、水

面下で大きな壁を取り払ってくださったのだと、のちに知りま

した。 

さらに長男出産の際には、私の知らないところで「産前産後

の出席免除制度」をクラブの規定に盛り込んでくださっていま

した。 

その後も、子育てに奮闘する中、我が子たちの成長を優し

い眼差しで見守り、折に触れて寄り添い、励ましてくださった

クラブの皆様の温かさには、今も心から感謝しています。 …

…思いがけないその温かさに、私は何度、胸が熱くなったこと

でしょう。 

出産・子育てとロータリー活動の両立を支えてくれた仲間へ

の感謝——その恩返しをどう形にするか、その問いが 21年

間、私の背中を押し続けてきた原動力です。 

そして今年度、私は高松南ロータリークラブ初の女性会長を

拝命いたしました。 

「女性らしさ」とは、遠慮することでも、控えることでもないと思

っています。 

細やかに気づき、丁寧につなぎ、温かく包む——そんな会長

でありたいと、日々心がけています。 

さて、ここからは、私どものクラブをご紹介させてください。 

高松南ロータリークラブは、昭和 32年（1957年）4月

26日、高松ロータリークラブをスポンサークラブとして創立さ

れました。 

RI第 2670地区（四国 4県）では 10番目に誕生した

クラブで、来年度はいよいよ創立 70周年という大きな節目

を迎えます。現在の会員数は 57名です。 

 クラブの歴史の中で、これまで 5名のガバナーを輩出して

まいりました。 

なかでも第 52代ガバナーを務められた豊田会員は、今も

現役でご活躍中です。 
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先輩方が積み上げてきた歴史と実績が、今の私たちの誇り

そのものです。 

ここからは、5大奉仕に関して、ご紹介します。 

 

【職業奉仕】の活動としては 

地域各分野でご活躍の方々への「職業奉仕賞」の贈呈、

また高松大学・高松短期大学での「職業指導懇談会」を

通じて、社会へ旅立つ学生たちに会員が直接アドバイスを

しています。若い世代の背中を地域の大人たちが押す—

—これが高松南流の職業奉仕です。 

 

続いて【社会奉仕】についてです。 

香川県立高松支援学校の生徒の自立支援は、毎年、夏

休み中の活動に参加しています。  

高松南クラブ独自で、瀬戸内海の海岸を清掃したり、 

提唱する香川大学ロータアクトクラブと連携し、高松クリー

ンデー事業への参加、そして四国霊場 88 カ寺の遍路道

の世界遺産登録を目指す「遍路とおもてなしネットワーク」

活動など、地域に根ざした活動を丁寧に積み重ねていま

す。 

 

【青少年奉仕】については、 

 香川大学ロータアクトクラブの提唱クラブとして長年支援

を続けています。 

香川大学ロータアクトクラブは、今年創立 52周年、現在

会員数 76名に上ります。 

国際奉仕においては、 

RI2670地区（四国）と米国ニュージャージー州

RI7140地区との間で始まった青少年短期交換プログラ

ムが、今年で 49年目を迎えます。 

毎年 25名程度の高校生を 3週間受け入れ、また送り

出し、これまでに 2,500人を超える若い学生たちの国際

交流を支えてきました。 

国境を越えた友情の架け橋です。 

さらに 1988年から 1998年の 9年間は、オーストラリアと

の青少年長期交換プログラムにも参加。9人の高校生女

子を 1年間受け入れ、こちらからも 9人を送り出しました。 

多くの会員家族が 2～3 ヶ月間ホームステイで受け入れる

など、国際理解を肌で育んだ貴重な歴史です。 

 

【米山記念奨学会】の活動としては、 

過去に 7名以上の米山奨学生の世話クラブを務め、累計

寄付額は 7,000万円超——1980年以来、四国内第

1位を守り続けています。 

また、【ロータリー財団】には、 

これまでに 3名以上のロータリー財団奨学生のスポンサーク

ラブを務め、ポールハリス受賞者は 25名超。 

財団への累計寄付額は 35万ドル（約 5,600万円）—

—四国内第 8位に達しています。 

これらはすべて長年にわたる会員の皆様の、奉仕への熱い

想いが積み重なった数字です。 

 

今年度の私のクラブテーマは、 

「Civic Pride, Club Pride.——地元を愛し、クラブを誇

る。」 

 国際化・多様化が進む今だからこそ、地域の歴史・文化・

人の営みを再発見し、地元を愛する心を大切にしたい。そし

てその誇りが、クラブへの愛着へとつながり、奉仕活動の力に

なると信じています。 

「ロータリーの最大の財産は、会員である」——この言葉を

胸に刻み、メンバー一人ひとりが胸を張って活動できるクラブ

を目指しています。 

本日、こうして田辺はまゆうロータリークラブの皆様と同じ場

に集い、友好の時間をご一緒できますこと、9名全員、心よ

り感謝申し上げます。 
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プログラム

「鬪雞神社のお話し」 

鬪雞神社宮司 長澤好晃様 

鬪雞神社は、元の社名を

「新熊野権現社」（いまくまの

ごんげんしゃ）と称し、熊野古

道の要衝の地である田辺に

拠点を持った別当家の在地

の拠点とされた神社でありまし

た。 

 別当は、熊野三山（本宮・

新宮・那智）を統括していた

責任者で、新宮と田辺に別当職を輩出した別当家があり

ました。又、熊野水軍に号令をかける力を持ち、熊野水軍

の実質的な長でもありました。 

 平家物語や源平盛衰記によれば、源平合戦の際に 21

代目別当湛増(たんぞう)は熊野水軍が源氏か平家のどち

らに味方するかを、新熊野権現社の神前にて、赤と白の鶏

7 羽ずつ用意し戦わせ、その勝敗によってどちらかに付くか

を、神のお告げに従い道を決め、体制内を一つにまとめるた

めの神託の行事を行いました。結果は白がことごとく勝った

為、白の旗印である源氏が勝利間違いなしとして、湛増自

ら、200 艘 2000 人の兵を率いて、壇ノ浦まで出陣してい

ます。 

 壇ノ浦の戦いに勝利した事により、別名で「雞(鶏)合宮」

(とりあわせのみや)と呼ばれる様になりました。その為「新熊

野雞合権現」とも呼ばれることもありました。江戸時代の文

献には「雞合宮」ではなく「鬪雞宮」(とうけいのみや)が使わ

れています。 

 

 

 

 

 

 

江戸時代以前の資料については、豊

臣秀吉軍の紀州攻めにより、当社は

破却されてしまいましたので、それ以

前の文献等は失われてしまいました。 

 息子である秀頼公は多くの神社仏

閣の修復造営を行っていますが、当

社は御造営されず、江戸時代に浅

野氏により仮殿として復興され、祭り

に関しても再開されました。現在のご

社殿は、紀州徳川の時代に付家老

の安藤家により、御造営されたものです。太閤びいきもあり

秀吉公は関西では人気も高いが、当社としては豊臣家に

関しては余り良い印象はありません。 

 明治初年に神仏分離が行われ、社名に仏が神の姿を仮

(権)にかり世に現れ救済するという、権現の名が入っている

為、社名を変更する事とし、鬪雞さんと親しまれていた神社

という事で、鬪雞宮の鬪雞をとって、鬪雞神社に改名し、現

在に至ります。 

 闘鶏は何時されているのですかという問い合わせもあります

が、江戸時代の文献にも全く雞合神事が行われた記載が

一切ありませんし、現在でも神事として行われていません。

850年ほど前の故事がもとになった社名であり、又、熊野信

仰の御社ですが、別に雞合故事に因み、勝運導きや勝負

の神としての信仰があります。 

 高松市は源平合戦の激戦地でもある屋島がありますが、

この戦いで源氏の大将は源義経公で戦術面と機動力で勝

利に導いた事は、よく知られており、その側に仕えた武蔵坊

弁慶も大変有名ですが、この田辺で生まれたといわれていま

す。 

 但し、弁慶が生まれたといわれている場所が全国に 30 ヶ

所近くあるそうです。どこが本当かの議論は専門家に任せま

しょう。それよりも、それぞれの土地の伝承や伝説は、その土

地の文化や風習になり、語り継がれてこられた誇りにもなり

えると思います。 

 一例をあげると、別当屋敷跡といわれる第一小学校の横

にある、祇園さんと呼ばれる御社の境内地にある岩には、大

きなくぼみがあり、弁慶が幼少のときに座った跡といわれる、

弁慶腰掛の岩というのがある。 

 田辺は昔から弁慶が大好きな土地で、子供が生まれ男の

子であれば弁慶のような立派に育ってほしいと、腰掛の岩に

座らせ祈った。 

 否定は簡単ですが、その中には土地の人々の祈りや思い

が詰まっていて、年月という時を刻み歴史として伝えられて

大切にされています。 

 皆様の周りでも、旅先でも、気になった時は、土地の話を

通して人の思いに触れてみては如何でしょうか。それが旅の

楽しみの一つと思っていただければ幸いです。 

バナー交換をしました 

闘鶏神社ホームページよりお借りしました 
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ニコニコ箱

山本康夫  髙松南ロータリークラブの皆様、本日は本当にあ

りがとうございます。 

大田忠博  髙松南 RC の皆様、本日はお越しいただきあり

がとうございます。闘鶏神社宮司 長澤好晃様、卓話よろしく

お願いいたします。 

矢田篤司  友好クラブ高松南ＲＣの皆様、遠路ようこそお

越し下さいました。今宵よろしくお願いします。 

原田 覚  髙松南ＲＣの皆様、ようこそお越し下さいまし

た。本日よろしくお願いします。また、長澤宮司、本日卓話よ

ろしくお願いします。 

加藤喜則  裏橋眞琴  山本佳弘  菊池正紀  〃 

坂本晶彦  菅根 清  杉山竜二  山本敦洋  〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


